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第6回今後の高齢者の生きがい施策のあり方検討分科会（3月27日）

6,000人に調査
平成23年度に実施された事業仕分けで「見直し」の

判定を受けた敬老パス制度について、名古屋市は制度

に対する意識や利用実態等を調査し、3月27日の「今後

の高齢者の生きがい施策のあり方検討分科会」に説明

しました。

多くの人が現行どおりの交付を求める
アンケートは65歳以上の人と20歳～65歳の人それぞ

れ3000人を対象に郵送で実施されました。その結果、

現行制度のまま65歳以上からの交付を求める人は、若

い人で70％、高齢者で52％でした。一部負担金も現行

のままでいいという人が高齢者で64％、利用限度額を

どうするかについても、67％の高齢者は上げんこのま

までいいとの回答でした。

また利用目的の多くは家事や買い物、通院でした。

交付を受けない人の理由は、自分で車を運転したり、

家族に送ってもらうためという回答でした。 経済効果や社会参加などを検証
アンケート結果とともに、日本能率協会総合研究所

が分析した「検証・推計」の速報も示され、アンケー

ト結果をもとにした敬老パスの「効果」の検証が、

「社会参加」「健康効果」「経済効果」「環境効果」

のそれぞれについての試算が行われました。

検証結果は、敬老パスによって「外出が増える」、

「健康に効果」、そして直接的な経済効果は年間316億

円になること、さらに自動車利用の削減で「環境効果」

はCO2を年間6500トン削減（杉の木が吸収するCO2に換

算すると46万本分）できることが示されています。

敬老パスの経済効果は316億円(2.5倍)
名古屋市のアンケート調査で明らかに

調査の概要

対 象 65歳以上 20～64歳

時 期 2013年1月9日～23日

人 数 3,000人 3,000人

有効回収 2,083人 1,304人

(回収率) (69.4％) (43.5％)

名古屋市社会福祉審議会の「今

後の高齢者の生きがい施策のあ

り方検討分科会」に提出された、

名古屋市の敬老パス市民アンケー

ト結果（左)とその検証結果の推

計・速報（上）。

敬老パスの効果（日本能率協会総合研究所）

区分 効果

社会参加効果
敬老パスでの外出 週 1.7回
敬老パスがあることで増えた回数 27.9％
パスがないと出かけない高齢者 ４万８千人

健康効果
パスによる増加歩行数 1,400歩
（最寄りの駅・バス停まで歩く往復）

経済効果
年間 ３１６億円
（一人平均消費額 4,211円／回×利用回数×

52週×パス利用人数×外出誘発率28％）

環境効果
パスの利用で車利用を控える人 ４万人
二酸化炭素（ＣＯ２）削減 6,500トン


